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indestructibility of human existenceであり､それが人間存在の根源にあるこ
とがわかった｡自分は病に苦しんでもう長くはないかもしれないけれど､この
世に生きて苦しんでいたということは､誰もそれを否定できない｡それをなかっ
たことにすることは誰にもできない｣と｡読みながら､わたしは仙台における
エリア-デのありし日を思い､エリア-デの象徴人類学の背後には､意外なま
でにハイデッガーの存在論と響き合うものがしっかり埋め込まれていると思っ
た｡するとエリア-デ日記の一節が､夢見るようにあらわれ､長い時間をかけ
て､語りかけて来るような感覚のなかで､懐かしさがこみあげてきた｡
エリア-デのいうエビファニーの意味が､わたしに十分に理解されたかどう
かはわからない｡だがこのような感動が読み手の心に伝達される､そのような
瞬間が人生にはあるものだ｡
それにしても､なんと温かな､なんとゆるやかな､時間のなかに生きていた
のだろうとあらためて思った｡不思議な時の流れであった｡もしかすると､あ
のときの購蛤は死者と生者の境界を追うエリア-デ自身の眼だったのかも知れ
ない｡
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